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JAYCEEとして  地域の青年として  仲間と共に未来を創ろう
あす

十
月
二
十
一
日
に
書
の
ま
ち
し
の
の
い
を
題
材
と
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

本
事
業
は
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
、
特
色
あ
る
地
域

を
創
る
事
が
こ
の
地
域
に
多
く
の
人
を
呼
び
込
む
一
助

に
な
る
の
で
は
と
考
え
企
画
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
皆

様
が
、
住
ん
で
い
る
地
域
以
外
へ
行
か
れ
る
際
、
多
く

の
魅
力
的
な
物
や
人
を
目
的
に
そ
の
地
を
訪
れ
る
か
と

思
い
ま
す
。
我
々
が
住
ん
で
い
る
こ
の
地
域
に
も
多
く

の
尊
敬
す
べ
き
偉
人
の
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

が
、
そ
の
中
の
お
一
人
に
、
川
村
驥
山
先
生
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
中
で
参
加
者
の
皆

様
が
こ
の
地
域
に
残
さ
れ
た
関
係
す
る
物
に
触
れ
、

知
っ
て
い
た
だ
く
事
が
出
来
た
事
は
今
後
に
繋
が
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
篠
ノ
井
が
「
書
の
ま
ち
」
と
い
う
こ
と
が
、

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
事
に
驚
き
を
感
じ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
先
が
不
透
明
な
変
化
の
時
代
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
地
域
の
過
去
を
見
つ
め
直
し
、
地
域
の
偉

大
な
先
輩
よ
り
多
く
の
事
を
学
び
、
今
の
人
々
の
協
力

し
た
行
動
が
今
後
の
地
域
を
創
出
し
て
い
く
と
い
う
根

本
を
見
つ
め
直
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
人
や
物

が
た
く
さ
ん
あ
る
か
と
思
い
ま
す
、
ぜ
ひ
、
お
時
間
あ

る
時
に
地
域
を
見
つ
め
直
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
本
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
ご
協
力
を
し
て
頂
き
ま
し
た
関

係
者
の
皆
様
に
は
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 小

林  

陽
祐

委
員
長
所
感

発行責任者：2023年度（公社）南長野青年会議所・総務委員会 発行：令和５年12月

二
〇
二
三
年
十
月
二
十
一
日
、
篠
ノ
井
駅
周

辺
に
て（
公
社
）南
長
野
青
年
会
所
十
月
例
会

謎
解
き
イ
ベ
ン
ト
『
し
の
丸
が
書
い
た
謎
の
書

編
』

篠
ノ
井
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

本
例
会
は
、
メ
イ
ン
会
場
を
長
野
県
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
長
野
本
所
に
て
、
し
の
丸
か
ら

の
挑
戦
状（
な
ぞ
の
書
）を
解
読
す
る
形
式
で

ゴ
ー
ル
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
し
た
。
な
ぞ

の
書
は
書
の
街
、
篠
ノ
井
を
題
材
と
し
て
、
各

所
に
設
置
さ
れ
た
な
ぞ
の
書
を
解
読
す
る
た
め

に
設
け
ら
れ
た
ポ
イ
ン
ト
を
め
ぐ
り
、
篠
ノ
井

の
街
並
み
を
巡
り
な
が
ら
挑
戦
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
た
篠
ノ
井
高
校
生
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
き

な
半
紙
に
描
か
れ
た
書
は
実
に
雄
大
で
心
を
惹

く
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

謎
解
き
イ
ベ
ン
ト

『
し
の
丸
が
書
い
た
謎
の
書
編
』
篠
ノ
井
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企
画
担
当  

■

令
和
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
■

ス
で
書
い
て
い
た
だ
い
た
大
き
な
半
紙
は
モ

ト
・
ヴ
ィ
ラ
・
コ
バ
ヤ
シ
様
の
三
階
部
分
に
外

か
ら
見
え
る
よ
う
に
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
多
く
の
皆
様
に
篠
ノ
井
の
書
も
魅
力
を

伝
え
ら
れ
た
と
感
じ
ま
す
。

篠
ノ
井
が
書
の
ま
ち
と
し
て
、
今
後
も
人
々

に
そ
の
魅
力
に
触
れ
る
機
会
が
多
く
な
る
こ
と

を
、
切
に
願
い
ま
す
。
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二
〇
二
三
年
十
一
月
三
日

㈮
、（
公
社
）南
長
野
青
年
会
議

所
　
二
〇
二
三
年
度
委
員
会
事

業
「
ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ
　
長

野
二
〇
二
三
」
へ
の
協
力
を
行

い
ま
し
た
。
本
年
は
韓
国
、
西

大
邱
青
年
会
議
所
と
の
交
流
事

業
で
い
た
だ
い
た
記
念
品
の
展

示
の
ほ
か
に
、
五
年
ぶ
り
に
振

る
舞
い
を
復
活
致
し
ま
し
た
。

振
る
舞
い
に
は
韓
国
に
て
お
や

つ
と
し
て
な
じ
み
の
深
い
、

ホ
ッ
ト
ク
を
百
八
十
食
用
意
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く

の
方
が
訪
れ
て
い
た
だ
き
、

ホ
ッ
ト
ク
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
だ
け
で
な
く
、
展
示
物
に
関

し
て
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
南
長
野
青
年
会
議
所
と
西

大
邱
青
年
会
議
所
の
交
流
の
歴

史
を
多
く
の
方
に
発
信
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
本
年

も
荻
原
市
長
に
南
長
野
青
年
会

議
所
の
展
示
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
そ
の
西
大
邱
青
年
会
議
所

か
ら
い
た
だ
い
た
記
念
品
を
ご

覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
様
々
な

困
難
が
あ
り
な
が
ら
も
交
流
が

続
い
て
こ
れ
た
の
は
、
先
輩
諸

兄
姉
の
活
動
の
賜
物
で
あ
り
、

西
大
邱
青
年
会
議
所
と
南
長
野

青
年
会
議
所
、
そ
の
姿
勢
は
世

界
の
時
世
に
左
右
さ
れ
な
い
悠

久
な
も
の
で
あ
る
と
感
じ
ま

す
。
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担
当  

■

国
際
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流
室
■

　
二
〇
二
三
年
十
月
二
十
七
日

㈮
、
二
十
八
日
㈯
、
二
十
九
日

㈰
、（
公
社
）南
長
野
青
年
会
議

所
「
Ｊ
Ｃ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
西
大

邱
訪
韓
事
業
」
を
行
い
ま
し

た
。
本
年
度
、
韓
国
、
Ｊ
Ｃ
Ｉ

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
西
大
邱
と
の
姉
妹

締
結
四
十
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
、
毎
年

訪
日
・
訪
韓
事
業
を
行
い
交
流

を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
四
年
ぶ
り
の
訪
韓

事
業
と
な
り
ま
す
。
式
典
を
含

め
た
二
泊
三
日
の
行
程
の
中

で
、
今
後
を
見
据
え
た
交
流
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
年
は
訪
日
事
業
が
中
止
と

な
り
、
訪
韓
事
業
も
中
止
の
危

機
に
直
面
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
西
大
邱
青
年
会
議
所
の
希

望
も
あ
り
、
訪
韓
事
業
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
南
長
野
青
年
会

議
所
か
ら
は
、
代
表
者
五
名
が

韓
国
に
赴
き
、
西
大
邱
青
年
会

議
所
四
十
九
周
年
記
念
式
典
に

参
加
し
、
そ
の
後
西
大
邱
青
年

会
議
所
の
ア
テ
ン
ド
の
も
と
西

大
邱
を
中
心
と
し
た
観
光
を
行

い
、
そ
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
今
後
と
も
時

勢
に
左
右
さ
れ
な
い
悠
久
の
友

情
が
続
い
て
い
く
こ
と
を
永
久

に
願
い
ま
す
。

　
本
年
、
十
月
二
十
七
日
㈮
〜
二
十
九
日
㈰
の
三
日
間
、
私

た
ち
公
益
社
団
法
人
南
長
野
青
年
会
議
所
の
姉
妹
Ｊ
Ｃ
で
あ

り
ま
す
西
大
邱
青
年
会
議
所
と
の
交
流
事
業
に
参
加
致
し
ま

し
た
。
実
に
四
年
ぶ
り
と
な
る
訪
韓
事
業
で
し
た
が
、
ペ
・

ジ
ホ
会
長
を
初
め
と
致
し
ま
す
西
大
邱
青
年
会
議
所
メ
ン

バ
ー
の
手
厚
い
歓
迎
の
も
と
盛
大
に
開
催
し
て
頂
き
ま
し

た
。
初
日
で
は
ル
ー
ム
訪
問
、
歓
迎
懇
親
会
。
二
日
目
に
は

大
邱
観
光
、
そ
し
て
西
大
邱
青
年
会
議
所
創
立
四
十
九
周
年

式
典
に
参
加
致
し
ま
し
た
。
初
め
て
訪
韓
す
る
メ
ン
バ
ー
も

お
り
ま
し
た
が
始
ま
っ
て
み
れ
ば
す
ぐ
に
意
気
投
合
し
、
お

互
い
に
話
尽
き
ぬ
素
敵
な
交
流
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
お
互
い

に
直
接
顔
を
合
わ
せ
て
の
交
流
が
叶
わ
な
い
期
間
は
あ
り
ま

し
た
が
、
両
青
年
会
議
所
に
は
例
年
と
変
わ
ら
ぬ
熱
い
「
友

情
」
が
あ
る
事
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
本
年
二
泊

三
日
の
旅
で
し
た
が
西
大
邱
青
年
会
議
所
皆
様
の
「
お
も
て

な
し
」
の
心
に
深
く
感
謝
を
致
し
ま
す
。

　
来
年
二
〇
二
四
年
度
は
キ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ジ
ン
君
が
会
長
と

な
り
ま
す
。
訪
日
・
訪
韓
と
も
に
本
年
よ
り
さ
ら
に
熱
く
素

晴
ら
し
い
交
流
事
業
が
出
来
る
事
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。

藤
岡  
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一

副
室
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感

担
当  
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■
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業

月
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セ
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ト
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ク
ゥ
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ア
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2023所属委員会
令和まちづくり推進委員会

　初めまして。南長野青年会議所の古川諒一といいます。
　私は、レンジフードやお風呂やエアコンなどを中心としたお掃除全般の仕事をしてお
ります。
　毎日、汚れとの格闘ですが綺麗になった時に、お客様から「こんなに綺麗になるなん
て！ありがとうございます！」と言われると、とても嬉しく、大変でも毎日頑張れます。
　私は昨年開業したのですが、修行時代の会社の社長から、ＪＣの存在を教えていただ
きました。
　私自信が千曲市出身と言う事もあり、ＪＣでの活動が南長野という地域を知る良い
きっかけになると思い加入しました。
　今年は、仕事もＪＣも初めての事ばかりになる１年になると思いますが、頑張りたいと
思います！
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、
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が
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一
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の
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企
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ま
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魅
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の
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の
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人
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ま
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山
先
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し
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に
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だ
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が
出
来
た
事
は
今
後
に
繋
が
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て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
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ま
す
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篠
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井
が
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の
ま
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と
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う
こ
と
が
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意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
事
に
驚
き
を
感
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ま
し

た
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な
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不
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明
な
変
化
の
時
代
で
あ
る
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こ
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、
地
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の
過
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を
見
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め
直
し
、
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の
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大
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先
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よ
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多
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の
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を
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、
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た
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が
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の
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会
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は
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で
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と
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、
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ま
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、
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に
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で
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と
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ら
れ
た
ポ
イ
ン
ト
を
め
ぐ
り
、
篠
ノ
井

の
街
並
み
を
巡
り
な
が
ら
挑
戦
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
た
篠
ノ
井
高
校
生
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
き

な
半
紙
に
描
か
れ
た
書
は
実
に
雄
大
で
心
を
惹

く
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

謎
解
き
イ
ベ
ン
ト

『
し
の
丸
が
書
い
た
謎
の
書
編
』
篠
ノ
井

月
例
会

10

月

日
㈰

長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

長
野
本
所

10
21

企
画
担
当  

■

令
和
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
■

ス
で
書
い
て
い
た
だ
い
た
大
き
な
半
紙
は
モ

ト
・
ヴ
ィ
ラ
・
コ
バ
ヤ
シ
様
の
三
階
部
分
に
外

か
ら
見
え
る
よ
う
に
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
多
く
の
皆
様
に
篠
ノ
井
の
書
も
魅
力
を

伝
え
ら
れ
た
と
感
じ
ま
す
。

篠
ノ
井
が
書
の
ま
ち
と
し
て
、
今
後
も
人
々

に
そ
の
魅
力
に
触
れ
る
機
会
が
多
く
な
る
こ
と

を
、
切
に
願
い
ま
す
。
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in

JAYCEEとして  地域の青年として  仲間と共に未来を創ろう
あす

2023年度  外報紙かがり火  Vol.3

　
二
〇
二
三
年
十
一
月
三
日

㈮
、（
公
社
）南
長
野
青
年
会
議

所
　
二
〇
二
三
年
度
委
員
会
事

業
「
ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ
　
長

野
二
〇
二
三
」
へ
の
協
力
を
行

い
ま
し
た
。
本
年
は
韓
国
、
西

大
邱
青
年
会
議
所
と
の
交
流
事

業
で
い
た
だ
い
た
記
念
品
の
展

示
の
ほ
か
に
、
五
年
ぶ
り
に
振

る
舞
い
を
復
活
致
し
ま
し
た
。

振
る
舞
い
に
は
韓
国
に
て
お
や

つ
と
し
て
な
じ
み
の
深
い
、

ホ
ッ
ト
ク
を
百
八
十
食
用
意
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く

の
方
が
訪
れ
て
い
た
だ
き
、

ホ
ッ
ト
ク
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
だ
け
で
な
く
、
展
示
物
に
関

し
て
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
南
長
野
青
年
会
議
所
と
西

大
邱
青
年
会
議
所
の
交
流
の
歴

史
を
多
く
の
方
に
発
信
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
本
年

も
荻
原
市
長
に
南
長
野
青
年
会

議
所
の
展
示
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
そ
の
西
大
邱
青
年
会
議
所

か
ら
い
た
だ
い
た
記
念
品
を
ご

覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
様
々
な

困
難
が
あ
り
な
が
ら
も
交
流
が

続
い
て
こ
れ
た
の
は
、
先
輩
諸

兄
姉
の
活
動
の
賜
物
で
あ
り
、

西
大
邱
青
年
会
議
所
と
南
長
野

青
年
会
議
所
、
そ
の
姿
勢
は
世

界
の
時
世
に
左
右
さ
れ
な
い
悠

久
な
も
の
で
あ
る
と
感
じ
ま

す
。

in

Ｊ
Ｃ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
西
大
邱
訪
韓
事
業

月
　
日
㈮
・
　
㈯
・
　
㈰
　
大
韓
民
国
　
西
大
邱
市

28

29

27
10

担
当  

■

国
際
交
流
室
■

　
二
〇
二
三
年
十
月
二
十
七
日

㈮
、
二
十
八
日
㈯
、
二
十
九
日

㈰
、（
公
社
）南
長
野
青
年
会
議

所
「
Ｊ
Ｃ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
西
大

邱
訪
韓
事
業
」
を
行
い
ま
し

た
。
本
年
度
、
韓
国
、
Ｊ
Ｃ
Ｉ

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
西
大
邱
と
の
姉
妹

締
結
四
十
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
、
毎
年

訪
日
・
訪
韓
事
業
を
行
い
交
流

を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
四
年
ぶ
り
の
訪
韓

事
業
と
な
り
ま
す
。
式
典
を
含

め
た
二
泊
三
日
の
行
程
の
中

で
、
今
後
を
見
据
え
た
交
流
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
年
は
訪
日
事
業
が
中
止
と

な
り
、
訪
韓
事
業
も
中
止
の
危

機
に
直
面
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
西
大
邱
青
年
会
議
所
の
希

望
も
あ
り
、
訪
韓
事
業
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
南
長
野
青
年
会

議
所
か
ら
は
、
代
表
者
五
名
が

韓
国
に
赴
き
、
西
大
邱
青
年
会

議
所
四
十
九
周
年
記
念
式
典
に

参
加
し
、
そ
の
後
西
大
邱
青
年

会
議
所
の
ア
テ
ン
ド
の
も
と
西

大
邱
を
中
心
と
し
た
観
光
を
行

い
、
そ
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
今
後
と
も
時

勢
に
左
右
さ
れ
な
い
悠
久
の
友

情
が
続
い
て
い
く
こ
と
を
永
久

に
願
い
ま
す
。

　
本
年
、
十
月
二
十
七
日
㈮
〜
二
十
九
日
㈰
の
三
日
間
、
私

た
ち
公
益
社
団
法
人
南
長
野
青
年
会
議
所
の
姉
妹
Ｊ
Ｃ
で
あ

り
ま
す
西
大
邱
青
年
会
議
所
と
の
交
流
事
業
に
参
加
致
し
ま

し
た
。
実
に
四
年
ぶ
り
と
な
る
訪
韓
事
業
で
し
た
が
、
ペ
・

ジ
ホ
会
長
を
初
め
と
致
し
ま
す
西
大
邱
青
年
会
議
所
メ
ン

バ
ー
の
手
厚
い
歓
迎
の
も
と
盛
大
に
開
催
し
て
頂
き
ま
し

た
。
初
日
で
は
ル
ー
ム
訪
問
、
歓
迎
懇
親
会
。
二
日
目
に
は

大
邱
観
光
、
そ
し
て
西
大
邱
青
年
会
議
所
創
立
四
十
九
周
年

式
典
に
参
加
致
し
ま
し
た
。
初
め
て
訪
韓
す
る
メ
ン
バ
ー
も

お
り
ま
し
た
が
始
ま
っ
て
み
れ
ば
す
ぐ
に
意
気
投
合
し
、
お

互
い
に
話
尽
き
ぬ
素
敵
な
交
流
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
お
互
い

に
直
接
顔
を
合
わ
せ
て
の
交
流
が
叶
わ
な
い
期
間
は
あ
り
ま

し
た
が
、
両
青
年
会
議
所
に
は
例
年
と
変
わ
ら
ぬ
熱
い
「
友

情
」
が
あ
る
事
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
本
年
二
泊

三
日
の
旅
で
し
た
が
西
大
邱
青
年
会
議
所
皆
様
の
「
お
も
て

な
し
」
の
心
に
深
く
感
謝
を
致
し
ま
す
。

　
来
年
二
〇
二
四
年
度
は
キ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ジ
ン
君
が
会
長
と

な
り
ま
す
。
訪
日
・
訪
韓
と
も
に
本
年
よ
り
さ
ら
に
熱
く
素

晴
ら
し
い
交
流
事
業
が
出
来
る
事
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。

藤
岡  

秀
一

副
室
長
所
感

担
当  

■

国
際
交
流
室
■

委
員
会
事
業

月
３
日
㈮
㈷
　
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ク
ゥ
エ
ア

11

「
ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ
　
長
野
二
〇
二
三
」
へ
の
協
力
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JAYCEEとして  地域の青年として  仲間と共に未来を創ろう
あす

古川  諒一
会社名 スマイルクリーン

会社事業内容 清掃業

34歳2023 Pick Up!2023 Pick Up2023 Pick Up2023 Pick Up2023 Pick Up2023 Pick Up2023 Pick Up2023 Pick Up2023 Pick Up2023 Pick Up2023 Pick Up2023 Pick Up2023 Pick Up2023 Pick Up2023 Pick Up2023 Pick Up2023 Pick Up2023 Pick Up
新入会員Ｎｏ.3

2023所属委員会
令和まちづくり推進委員会

　初めまして。南長野青年会議所の古川諒一といいます。
　私は、レンジフードやお風呂やエアコンなどを中心としたお掃除全般の仕事をしてお
ります。
　毎日、汚れとの格闘ですが綺麗になった時に、お客様から「こんなに綺麗になるなん
て！ありがとうございます！」と言われると、とても嬉しく、大変でも毎日頑張れます。
　私は昨年開業したのですが、修行時代の会社の社長から、ＪＣの存在を教えていただ
きました。
　私自信が千曲市出身と言う事もあり、ＪＣでの活動が南長野という地域を知る良い
きっかけになると思い加入しました。
　今年は、仕事もＪＣも初めての事ばかりになる１年になると思いますが、頑張りたいと
思います！

JAYCEEとして  地域の青年として  仲間と共に未来を創ろう
あす

2023年度  外報紙かがり火  Vol.3

　
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
一
日

㈯
、
戸
隠
に
て
、
十
一
月
例
会

『
Ｍ
Ｎ
Ｊ
Ｃ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
　

　
　
Ｔ
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
』

を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
戸
隠
観
光
セ
ン
タ
ー

よ
り
、
徒
歩
に
て
鏡
池
、
九
頭

龍
社
、
奥
社
、
中
社
と
め
ぐ

り
、
そ
の
道
中
に
お
い
て
も
、

観
光
案
内
を
受
け
、
戸
隠
の
魅

力
、
そ
し
て
神
域
の
力
が
ど
の

よ
う
な
も
の
か
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参
拝
の
際
も
皆
で

手
を
合
わ
せ
、
各
々
こ
れ
か
ら

の
日
々
が
良
い
も
の
で
あ
る
こ

と
を
お
祈
り
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
道
の
り
は
約
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
い
う
、
普
段
運
動

不
足
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て

は
、
中
々
き
つ
い
距
離
で
あ

り
、
普
段
か
ら
の
運
動
の
大
切

さ
も
学
べ
る
と
い
う
例
会
に
な

り
ま
し
た
。
是
非
皆
様
も
戸
隠

の
地
の
魅
力
と
、
普
段
運
動
か

ら
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
方

は
、
運
動
不
足
解
消
と
し
訪
れ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
十
一
月
十
一
日
㈯
に
戸
隠
に
お
い
て
十
一
月
例

会
「
Ｍ
Ｎ
Ｊ
Ｃ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
　
　
　
Ｔ
Ｏ
Ｇ
Ａ

Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
例
会

で
は
日
頃
の
体
調
管
理
や
体
力
作
り
の
大
切
さ
を

理
解
す
る
例
会
と
い
う
こ
と
で
、
戸
隠
神
社
付
近

で
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
的
な
統

計
に
よ
る
と
、
二
十
代
以
降
か
ら
徐
々
に
体
力
は

低
下
す
る
も
の
の
、
四
十
歳
前
後
ま
で
は
筋
力
は

維
持
さ
れ
、
五
十
代
頃
に
は
急
激
に
体
力
低
下
が

起
こ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
五
十
歳
か
ら
の
急
激

な
体
力
の
衰
え
を
緩
や
か
な
低
下
曲
線
に
す
る
方

法
と
し
て
、
若
い
頃
か
ら
の
体
力
作
り
が
有
効
で

有
る
た
め
今
回
こ
の
様
な
例
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
青
年
経
済
人
と
し
て
、
ま
た
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
自
分
の
体
力
を
知
り
、
健
康
管
理
に

努
め
て
頂
く
事
。
そ
し
て
、
日
頃
の
運
動
不
足
の

解
消
、
ス
ト
レ
ス
発
散
、
仕
事
、
家
庭
、
Ｊ
Ｃ
運

動
の
両
立
に
お
い
て
も
ま
ず
健
康
、
体
力
が
必
要

不
可
欠
で
す
。
今
後
も
沢
山
の
事
業
を
行
っ
て
い

く
中
で
、
改
め
て
健
康
の
為
の
体
力
作
り
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。
学
生
時
代
に
ス
ポ
ー
ツ
を
バ

リ
バ
リ
や
っ
て
い
た
会
員
も
、
日
々
の
デ
ス
ク

ワ
ー
ク
で
運
動
す
る
機
会
が
少
な
い
か
ら
か
、
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
中
は
あ
ま
り
笑
顔
が
見
れ
な
か
っ
た

気
が
し
ま
す
（
笑
）
。

　
そ
し
て
、
今
回
の
例
会
目
的
は
も
う
ひ
と
つ
。

『
メ
ン
バ
ー
間
の
交
流
』
い
つ
も
と
は
違
う
例
会

の
雰
囲
気
の
中
で
、
メ
ン
バ
ー
同
士
が
和
気
あ
い

あ
い
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
楽

し
い
Ｊ
Ｃ
タ
イ
ム
と
な
る
事
。
笑
い
あ
り
、
苦
し

い
顔
あ
り
、
喜
ん
で
い
る
顔
あ
り
、
と
て
も
有
意

義
な
例
会
で
あ
っ
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
例
会
を
機
に
メ
ン
バ
ー
全
員
で
よ
り
一

層
、
仲
間
意
識
、
一
体
感
が
生
ま
れ
会
全
体
が
盛

り
上
が
っ
て
い
け
ば
最
高
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

児
島  

翔

副
室
長
所
感
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『
Ｍ
Ｎ
Ｊ
Ｃ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
　
　
　  

Ｔ
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
』

月
例
会

11

企
画
担
当  

■

国
際
交
流
室
■

月

日
㈯

戸
隠
神
社
付
近

11

11

　
二
〇
二
三
年
十
二
月
十
五
日
㈮
、

ま
ち
の
円
居
食
の
団
欒
　
丸
十
に
て

（
公
社
）南
長
野
青
年
会
議
所
　
十

二
月
例
会
「
第
六
十
二
期
生
卒
業

式
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年

は
久
保
善
幸
君
、
宍
倉
啓
太
君
の
二

名
が
四
十
歳
を
迎
え
、
卒
業
と
な
り

ま
し
た
。
同
日
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
、
二
〇
二
三
年
度
第
三
回
通
常
総

会
内
に
て
卒
業
証
書
授
与
及
び
卒
業

記
念
品
贈
呈
が
行
わ
れ
、
丸
十
に
て

本
年
度
最
後
の
卒
業
生
を
交
え
た
会

食
と
と
も
に
、
卒
業
生
そ
れ
ぞ
れ
か

ら
の
、
卒
業
に
あ
た
る
思
い
の
こ

も
っ
た
ス
ピ
ー
チ
を
残
る
メ
ン
バ
ー

の
前
で
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
両
名
と
も
南
長
野
青
年
会
議
所

に
対
す
る
感
謝
、
そ
し
て
卒
業
後
青

年
会
議
所
活
動
で
得
た
も
の
で
何
を

行
っ
て
い
く
の
か
、
そ
し
て
残
る
メ

ン
バ
ー
に
何
を
し
て
ほ
し
い
の
か
、

ど
の
よ
う
に
行
動
し
て
ほ
し
い
の
か

を
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
青
年

会
議
所
は
四
十
歳
ま
で
と
い
う
期
限

付
き
の
活
動
で
す
。
南
長
野
の
地
に

お
い
て
、
地
域
を
思
う
青
年
が
集
ま

り
、
各
々
の
情
熱
を
以
っ
て
活
動
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
が
抜

け
て
い
く
こ
と
は
、
無
事
四
十
歳
ま

で
活
動
で
き
た
喜
び
と
さ
み
し
い
気

持
ち
が
交
じ
り
合
う
例
会
で
あ
り
ま

し
た
。

　
久
保
善
幸
君
、
宍
倉
啓
太
君
、
ご

卒
業
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 第

六
十
二
期
生
卒
業
式

月
例
会

12

企
画
担
当  

■

令
和
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
■

月

日
㈮

ま
ち
の
円
居
食
の
団
欒

丸
十

12

15

!!
2023
in

!!

2023
in

　
二
〇
二
三
年
十
二
月
十
五
日
㈮
、
長

野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所
二
階
大
会

議
室
に
て（
公
社
）南
長
野
青
年
会
議
所

二
〇
二
三
年
度
第
三
回
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
最
後
と
な
る
通

常
総
会
で
は
、
第
一
号
議
案
　
二
〇
二

三
年
度
補
正
収
支
予
算（
案
）承
認
に
関

す
る
件
、
第
二
号
議
案
　
二
〇
二
四
年

度
事
業
計
画（
案
）承
認
に
関
す
る
件
、

第
三
号
議
案
　
二
〇
二
四
年
度
収
支
予

算（
案
）承
認
に
関
す
る
件
、
第
四
号
議

案
　
二
〇
二
四
年
度
出
席
義
務
に
基
づ

く
会
合
基
準
開
催
数（
案
）承
認
に
関
す

る
件
と
本
年
に
関
す
る
事
項
よ
り
も
、

次
年
度
の
活
動
に
関
す
る
事
項
が
多
く

上
程
さ
れ
、
無
事
全
て
の
議
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

第
三
回
通
常
総
会

月

日
㈮
　
　
　
　
　
　
　
　

15
12

長
野
商
工
会
議
所

篠
ノ
井
支
所

二
階
大
会
議
室

担
当  

■

総
務
委
員
会
■
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二
〇
二
三
年
十
一
月
三
日

㈮
、（
公
社
）南
長
野
青
年
会
議

所
　
二
〇
二
三
年
度
委
員
会
事

業
「
ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ
　
長

野
二
〇
二
三
」
へ
の
協
力
を
行

い
ま
し
た
。
本
年
は
韓
国
、
西

大
邱
青
年
会
議
所
と
の
交
流
事

業
で
い
た
だ
い
た
記
念
品
の
展

示
の
ほ
か
に
、
五
年
ぶ
り
に
振

る
舞
い
を
復
活
致
し
ま
し
た
。

振
る
舞
い
に
は
韓
国
に
て
お
や

つ
と
し
て
な
じ
み
の
深
い
、

ホ
ッ
ト
ク
を
百
八
十
食
用
意
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く

の
方
が
訪
れ
て
い
た
だ
き
、

ホ
ッ
ト
ク
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
だ
け
で
な
く
、
展
示
物
に
関

し
て
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
南
長
野
青
年
会
議
所
と
西

大
邱
青
年
会
議
所
の
交
流
の
歴

史
を
多
く
の
方
に
発
信
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
本
年

も
荻
原
市
長
に
南
長
野
青
年
会

議
所
の
展
示
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
そ
の
西
大
邱
青
年
会
議
所

か
ら
い
た
だ
い
た
記
念
品
を
ご

覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
様
々
な

困
難
が
あ
り
な
が
ら
も
交
流
が

続
い
て
こ
れ
た
の
は
、
先
輩
諸

兄
姉
の
活
動
の
賜
物
で
あ
り
、

西
大
邱
青
年
会
議
所
と
南
長
野

青
年
会
議
所
、
そ
の
姿
勢
は
世

界
の
時
世
に
左
右
さ
れ
な
い
悠

久
な
も
の
で
あ
る
と
感
じ
ま

す
。

in

Ｊ
Ｃ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
西
大
邱
訪
韓
事
業

月
　
日
㈮
・
　
㈯
・
　
㈰
　
大
韓
民
国
　
西
大
邱
市

28

29

27
10

担
当  

■

国
際
交
流
室
■

　
二
〇
二
三
年
十
月
二
十
七
日

㈮
、
二
十
八
日
㈯
、
二
十
九
日

㈰
、（
公
社
）南
長
野
青
年
会
議

所
「
Ｊ
Ｃ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
西
大

邱
訪
韓
事
業
」
を
行
い
ま
し

た
。
本
年
度
、
韓
国
、
Ｊ
Ｃ
Ｉ

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
西
大
邱
と
の
姉
妹

締
結
四
十
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
、
毎
年

訪
日
・
訪
韓
事
業
を
行
い
交
流

を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
四
年
ぶ
り
の
訪
韓

事
業
と
な
り
ま
す
。
式
典
を
含

め
た
二
泊
三
日
の
行
程
の
中

で
、
今
後
を
見
据
え
た
交
流
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
年
は
訪
日
事
業
が
中
止
と

な
り
、
訪
韓
事
業
も
中
止
の
危

機
に
直
面
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
西
大
邱
青
年
会
議
所
の
希

望
も
あ
り
、
訪
韓
事
業
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
南
長
野
青
年
会

議
所
か
ら
は
、
代
表
者
五
名
が

韓
国
に
赴
き
、
西
大
邱
青
年
会

議
所
四
十
九
周
年
記
念
式
典
に

参
加
し
、
そ
の
後
西
大
邱
青
年

会
議
所
の
ア
テ
ン
ド
の
も
と
西

大
邱
を
中
心
と
し
た
観
光
を
行

い
、
そ
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
今
後
と
も
時

勢
に
左
右
さ
れ
な
い
悠
久
の
友

情
が
続
い
て
い
く
こ
と
を
永
久

に
願
い
ま
す
。

　
本
年
、
十
月
二
十
七
日
㈮
〜
二
十
九
日
㈰
の
三
日
間
、
私

た
ち
公
益
社
団
法
人
南
長
野
青
年
会
議
所
の
姉
妹
Ｊ
Ｃ
で
あ

り
ま
す
西
大
邱
青
年
会
議
所
と
の
交
流
事
業
に
参
加
致
し
ま

し
た
。
実
に
四
年
ぶ
り
と
な
る
訪
韓
事
業
で
し
た
が
、
ペ
・

ジ
ホ
会
長
を
初
め
と
致
し
ま
す
西
大
邱
青
年
会
議
所
メ
ン

バ
ー
の
手
厚
い
歓
迎
の
も
と
盛
大
に
開
催
し
て
頂
き
ま
し

た
。
初
日
で
は
ル
ー
ム
訪
問
、
歓
迎
懇
親
会
。
二
日
目
に
は

大
邱
観
光
、
そ
し
て
西
大
邱
青
年
会
議
所
創
立
四
十
九
周
年

式
典
に
参
加
致
し
ま
し
た
。
初
め
て
訪
韓
す
る
メ
ン
バ
ー
も

お
り
ま
し
た
が
始
ま
っ
て
み
れ
ば
す
ぐ
に
意
気
投
合
し
、
お

互
い
に
話
尽
き
ぬ
素
敵
な
交
流
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
お
互
い

に
直
接
顔
を
合
わ
せ
て
の
交
流
が
叶
わ
な
い
期
間
は
あ
り
ま

し
た
が
、
両
青
年
会
議
所
に
は
例
年
と
変
わ
ら
ぬ
熱
い
「
友

情
」
が
あ
る
事
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
本
年
二
泊

三
日
の
旅
で
し
た
が
西
大
邱
青
年
会
議
所
皆
様
の
「
お
も
て

な
し
」
の
心
に
深
く
感
謝
を
致
し
ま
す
。

　
来
年
二
〇
二
四
年
度
は
キ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ジ
ン
君
が
会
長
と

な
り
ま
す
。
訪
日
・
訪
韓
と
も
に
本
年
よ
り
さ
ら
に
熱
く
素

晴
ら
し
い
交
流
事
業
が
出
来
る
事
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。

藤
岡  

秀
一

副
室
長
所
感

担
当  

■

国
際
交
流
室
■

委
員
会
事
業

月
３
日
㈮
㈷
　
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ク
ゥ
エ
ア
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会社名 スマイルクリーン

会社事業内容 清掃業
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2023所属委員会
令和まちづくり推進委員会

　初めまして。南長野青年会議所の古川諒一といいます。
　私は、レンジフードやお風呂やエアコンなどを中心としたお掃除全般の仕事をしてお
ります。
　毎日、汚れとの格闘ですが綺麗になった時に、お客様から「こんなに綺麗になるなん
て！ありがとうございます！」と言われると、とても嬉しく、大変でも毎日頑張れます。
　私は昨年開業したのですが、修行時代の会社の社長から、ＪＣの存在を教えていただ
きました。
　私自信が千曲市出身と言う事もあり、ＪＣでの活動が南長野という地域を知る良い
きっかけになると思い加入しました。
　今年は、仕事もＪＣも初めての事ばかりになる１年になると思いますが、頑張りたいと
思います！

JAYCEEとして  地域の青年として  仲間と共に未来を創ろう
あす

2023年度  外報紙かがり火  Vol.3

　
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
一
日

㈯
、
戸
隠
に
て
、
十
一
月
例
会

『
Ｍ
Ｎ
Ｊ
Ｃ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
　

　
　
Ｔ
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
』

を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
戸
隠
観
光
セ
ン
タ
ー

よ
り
、
徒
歩
に
て
鏡
池
、
九
頭

龍
社
、
奥
社
、
中
社
と
め
ぐ

り
、
そ
の
道
中
に
お
い
て
も
、

観
光
案
内
を
受
け
、
戸
隠
の
魅

力
、
そ
し
て
神
域
の
力
が
ど
の

よ
う
な
も
の
か
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参
拝
の
際
も
皆
で

手
を
合
わ
せ
、
各
々
こ
れ
か
ら

の
日
々
が
良
い
も
の
で
あ
る
こ

と
を
お
祈
り
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
道
の
り
は
約
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
い
う
、
普
段
運
動

不
足
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て

は
、
中
々
き
つ
い
距
離
で
あ

り
、
普
段
か
ら
の
運
動
の
大
切

さ
も
学
べ
る
と
い
う
例
会
に
な

り
ま
し
た
。
是
非
皆
様
も
戸
隠

の
地
の
魅
力
と
、
普
段
運
動
か

ら
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
方

は
、
運
動
不
足
解
消
と
し
訪
れ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
十
一
月
十
一
日
㈯
に
戸
隠
に
お
い
て
十
一
月
例

会
「
Ｍ
Ｎ
Ｊ
Ｃ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
　
　
　
Ｔ
Ｏ
Ｇ
Ａ

Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
例
会

で
は
日
頃
の
体
調
管
理
や
体
力
作
り
の
大
切
さ
を

理
解
す
る
例
会
と
い
う
こ
と
で
、
戸
隠
神
社
付
近

で
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
的
な
統

計
に
よ
る
と
、
二
十
代
以
降
か
ら
徐
々
に
体
力
は

低
下
す
る
も
の
の
、
四
十
歳
前
後
ま
で
は
筋
力
は

維
持
さ
れ
、
五
十
代
頃
に
は
急
激
に
体
力
低
下
が

起
こ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
五
十
歳
か
ら
の
急
激

な
体
力
の
衰
え
を
緩
や
か
な
低
下
曲
線
に
す
る
方

法
と
し
て
、
若
い
頃
か
ら
の
体
力
作
り
が
有
効
で

有
る
た
め
今
回
こ
の
様
な
例
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
青
年
経
済
人
と
し
て
、
ま
た
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
自
分
の
体
力
を
知
り
、
健
康
管
理
に

努
め
て
頂
く
事
。
そ
し
て
、
日
頃
の
運
動
不
足
の

解
消
、
ス
ト
レ
ス
発
散
、
仕
事
、
家
庭
、
Ｊ
Ｃ
運

動
の
両
立
に
お
い
て
も
ま
ず
健
康
、
体
力
が
必
要

不
可
欠
で
す
。
今
後
も
沢
山
の
事
業
を
行
っ
て
い

く
中
で
、
改
め
て
健
康
の
為
の
体
力
作
り
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。
学
生
時
代
に
ス
ポ
ー
ツ
を
バ

リ
バ
リ
や
っ
て
い
た
会
員
も
、
日
々
の
デ
ス
ク

ワ
ー
ク
で
運
動
す
る
機
会
が
少
な
い
か
ら
か
、
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
中
は
あ
ま
り
笑
顔
が
見
れ
な
か
っ
た

気
が
し
ま
す
（
笑
）
。

　
そ
し
て
、
今
回
の
例
会
目
的
は
も
う
ひ
と
つ
。

『
メ
ン
バ
ー
間
の
交
流
』
い
つ
も
と
は
違
う
例
会

の
雰
囲
気
の
中
で
、
メ
ン
バ
ー
同
士
が
和
気
あ
い

あ
い
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
楽

し
い
Ｊ
Ｃ
タ
イ
ム
と
な
る
事
。
笑
い
あ
り
、
苦
し

い
顔
あ
り
、
喜
ん
で
い
る
顔
あ
り
、
と
て
も
有
意

義
な
例
会
で
あ
っ
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
例
会
を
機
に
メ
ン
バ
ー
全
員
で
よ
り
一

層
、
仲
間
意
識
、
一
体
感
が
生
ま
れ
会
全
体
が
盛

り
上
が
っ
て
い
け
ば
最
高
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

児
島  

翔

副
室
長
所
感
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『
Ｍ
Ｎ
Ｊ
Ｃ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
　
　
　  

Ｔ
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
』

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会
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企
画
担
当  

■

国
際
交
流
室
■

月

日
㈯

戸
隠
神
社
付
近

11

11

　
二
〇
二
三
年
十
二
月
十
五
日
㈮
、

ま
ち
の
円
居
食
の
団
欒
　
丸
十
に
て

（
公
社
）南
長
野
青
年
会
議
所
　
十

二
月
例
会
「
第
六
十
二
期
生
卒
業

式
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年

は
久
保
善
幸
君
、
宍
倉
啓
太
君
の
二

名
が
四
十
歳
を
迎
え
、
卒
業
と
な
り

ま
し
た
。
同
日
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
、
二
〇
二
三
年
度
第
三
回
通
常
総

会
内
に
て
卒
業
証
書
授
与
及
び
卒
業

記
念
品
贈
呈
が
行
わ
れ
、
丸
十
に
て

本
年
度
最
後
の
卒
業
生
を
交
え
た
会

食
と
と
も
に
、
卒
業
生
そ
れ
ぞ
れ
か

ら
の
、
卒
業
に
あ
た
る
思
い
の
こ

も
っ
た
ス
ピ
ー
チ
を
残
る
メ
ン
バ
ー

の
前
で
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
両
名
と
も
南
長
野
青
年
会
議
所

に
対
す
る
感
謝
、
そ
し
て
卒
業
後
青

年
会
議
所
活
動
で
得
た
も
の
で
何
を

行
っ
て
い
く
の
か
、
そ
し
て
残
る
メ

ン
バ
ー
に
何
を
し
て
ほ
し
い
の
か
、

ど
の
よ
う
に
行
動
し
て
ほ
し
い
の
か

を
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
青
年

会
議
所
は
四
十
歳
ま
で
と
い
う
期
限

付
き
の
活
動
で
す
。
南
長
野
の
地
に

お
い
て
、
地
域
を
思
う
青
年
が
集
ま

り
、
各
々
の
情
熱
を
以
っ
て
活
動
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
が
抜

け
て
い
く
こ
と
は
、
無
事
四
十
歳
ま

で
活
動
で
き
た
喜
び
と
さ
み
し
い
気

持
ち
が
交
じ
り
合
う
例
会
で
あ
り
ま

し
た
。

　
久
保
善
幸
君
、
宍
倉
啓
太
君
、
ご

卒
業
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 第

六
十
二
期
生
卒
業
式

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会
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企
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■

令
和
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
■

月

日
㈮

ま
ち
の
円
居
食
の
団
欒

丸
十

12

15
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二
〇
二
三
年
十
二
月
十
五
日
㈮
、
長

野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所
二
階
大
会

議
室
に
て（
公
社
）南
長
野
青
年
会
議
所

二
〇
二
三
年
度
第
三
回
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
最
後
と
な
る
通

常
総
会
で
は
、
第
一
号
議
案
　
二
〇
二

三
年
度
補
正
収
支
予
算（
案
）承
認
に
関

す
る
件
、
第
二
号
議
案
　
二
〇
二
四
年

度
事
業
計
画（
案
）承
認
に
関
す
る
件
、

第
三
号
議
案
　
二
〇
二
四
年
度
収
支
予

算（
案
）承
認
に
関
す
る
件
、
第
四
号
議

案
　
二
〇
二
四
年
度
出
席
義
務
に
基
づ

く
会
合
基
準
開
催
数（
案
）承
認
に
関
す

る
件
と
本
年
に
関
す
る
事
項
よ
り
も
、

次
年
度
の
活
動
に
関
す
る
事
項
が
多
く

上
程
さ
れ
、
無
事
全
て
の
議
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

第
三
回
通
常
総
会

月

日
㈮
　
　
　
　
　
　
　
　

15
12

長
野
商
工
会
議
所

篠
ノ
井
支
所

二
階
大
会
議
室

担
当  

■

総
務
委
員
会
■

JAYCEEとして  地域の青年として  仲間と共に未来を創ろう
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ま
た
総
会
後
半
に
お
い
て
、
各
副
理
事
長
、
専
務
理
事
の

バ
ッ
ジ
の
継
承
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
理
事
長
　
平
山
亮

太
君
か
ら
、
次
年
度
理
事
長
　
藤
岡
秀
一
君
に
バ
ッ
ジ
と
と

も
に
プ
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
リ
ー
ス
の
継
承
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
年
一
年
間
、
南
長
野
青
年
会
議
所
を
先
導
し
て
く
れ

た
理
事
長
　
平
山
亮
太
君
か
ら
次
年
度
を
先
導
す
る
藤
岡
秀

一
君
に
バ
ト
ン
を
受
け
渡
し
が
完
了
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
二
〇
二
三
年
度
は
、
平
山
理
事
長
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
Ｊ
Ａ

Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
と
し
て
　
地
域
の
青
年
と
し
て
　
仲
間
と
と
も
に

未
来
を
創
ろ
う
」
の
も
と
青
年
会
議
所
活
動
に
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
来
年
は
藤
岡
理
事
長
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
挑
戦
に
終
わ
り
は
な
い
　
輝
け
る
未
来
の
た
め
に
　
全
力

を
注
ご
う
！
」
の
も
と
、
青
年
会
議
所
活
動
に
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
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平
素
、
南
長
野
青
年
会
議
所
を
応
援
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
早
い
も
の
で
本

年
も
十
二
月
の
歳
の
瀬
と
な
り
ま
し
た
。
外
報
紙

「
か
が
り
火
」
も
本
年
最
後
の
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
３
と
な
り

ま
す
。

　
九
月
〜
十
二
月
も
南
長
野
青
年
会
議
所
は
多
く

の
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
記
事
を
書
い

て
お
り
ま
す
と
、
こ
こ
ま
で
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
事
業
が
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
理
事
会
、
委
員
会
で
の
議
論
、
事
業
の
準
備

か
ら
、
例
会
当
日
慌
た
だ
し
さ
、
参
加
者
の
笑
顔
、

メ
ン
バ
ー
の
笑
顔
と
議
案
上
程
か
ら
事
業
当
日
ま

で
二
か
月
〜
三
か
月
の
時
間
が
あ
る
は
ず
な
の
に
、

あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
感

じ
で
す
。

　
二
〇
二
三
年
は
慎
み
深
く
、
そ
の
行
動
力
と
情

熱
を
持
っ
た
平
山
理
事
長
の
「
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
と

し
て
　
地
域
の
青
年
と
し
て
　
仲
間
と
共
に
未
来

を
創
ろ
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
全
力
で
活
動

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
地
に
住
ま
う
も
の
と

し
て
Ｊ
Ｃ
の
一
員
と
し
て
、
南
長
野
の
一
員
と
し

て
、
多
く
の
皆
様
に
笑
顔
と
感
動
を
届
け
ら
れ
た

一
年
だ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
二
〇
二
四
年
、

ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
飾
ら
な
い
大
ら
か
な

人
柄
で
、
そ
し
て
情
熱
を
持
っ
た
藤
岡
理
事
長
の

も
と
、
よ
り
多
く
の
笑
顔
を
南
長
野
の
地
に
届
け

ら
れ
る
よ
う
に
Ｊ
Ｃ
活
動
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
私
の
編
集
後
記
も
今
回
で
七
回
目
と
な
り
ま
し

た
。
恐
ら
く
歴
代
の
中
断
ト
ツ
一
位
の
回
数
で
は

な
で
し
ょ
う
か
。
巡
り
合
わ
せ
が
あ
っ
た
と
は
言

え
、
自
分
で
も
ビ
ッ
ク
リ
で
す
。
七
回
も
皆
様
に

南
長
野
の
活
動
を
伝
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

南
長
野
の
会
員
と
し
て
幸
せ
な
こ
と
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
一
年
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
二
〇
二
四
年
度
も
皆
様
の

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

総
務
委
員
会
　
上
條
　
裕
太

編
集
後
記

　
二
〇
二
三
年
度
も
年
の
瀬
が
近
づ
き
、
次
年

度
へ
バ
ト
ン
を
渡
す
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
一
年
に
渡
っ
て
、
公
益
社
団
法

人
南
長
野
青
年
会
議
所
が
様
々
な
事
業
を
遂
行

で
き
た
こ
と
、
そ
し
て
私
が
理
事
長
の
職
を
全

う
出
来
た
の
も
、
日
頃
よ
り
我
々
の
活
動
に
携

わ
っ
て
く
れ
た
す
べ
て
の
方
々
の
お
か
げ
と
こ

の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
「
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
と
し
て
　
地

域
の
青
年
と
し
て
　
仲
間
と
共
に
未
来
を
創
ろ

う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
ま
し
た
。
南
長
野

青
年
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
の
み
な
ら
ず
、
日
頃

よ
り
我
々
の
活
動
に
ご
支
援
、
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
関
係
諸
団
体
の
皆
様
、
メ
ン
バ
ー
の

家
族
の
皆
様
、
そ
し
て
同
じ
地
域
に
住
ま
う
住

民
の
皆
様
す
べ
て
を
仲
間
と
捉
え
、
共
に
未
来

を
創
っ
て
い
こ
う
と
い
う
念
い
で
一
年
間
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
「
再
開
」

の
年
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
昨
年
の
年
初
は

依
然
と
し
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
あ

り
、
い
つ
ま
で
続
く
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
と

い
っ
た
不
安
と
と
も
に
幕
が
明
け
ま
し
た
。
日

本
青
年
会
議
所
含
め
全
国
的
に
活
動
も
自
粛

ム
ー
ド
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
本
年
は
一
月

の
第
一
回
通
常
総
会
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
事

業
に
前
向
き
に
活
動
で
き
、
日
本
青
年
会
議
所

と
し
て
も
、
京
都
会
議
か
ら
全
国
大
会
ま
で
制

限
の
な
い
事
業
展
開
を
全
う
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
青
少
年
系
事
業
と
し
て
、
わ
ん
ぱ
く
相
撲
で

は
一
〇
〇
人
規
模
の
参
加
登
録
を
い
た
だ
き
、

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し

た
。
ま
た
花
火
職
人
を
お
呼
び
し
て
の
職
業
体

験
事
業
で
は
応
募
開
始
当
日
に
定
員
に
至
る
ほ

ど
子
ど
も
た
ち
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た

事
業
で
し
た
。
社
会
開
発
系
事
業
で
は
、
地
域

二
〇
二
三
年
度
御
礼

理
事
長
　
平
山  

亮
太

お
も

の
魅
力
を
発
信
す
る

取
り
組
み
と
し
て
歴

史
的
な
文
化
や
建
造

物
に
触
れ
る
こ
と
で

そ
の
地
域
に
根
付
い

た
魅
力
を
発
見
、
又

は
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
よ
り
地
域

に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
う
事
業
を
展
開
し
ま
し

た
。

　
ま
た
国
際
交
流
系
事
業
で
は
本
年
で
韓
国
、

Ｊ
Ｃ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
西
大
邱
と
の
姉
妹
締
結
四

〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
訪
日

事
業
に
関
し
て
は
、
西
大
邱
Ｊ
Ｃ
会
長
の
ご
都

合
に
よ
り
急
遽
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
訪
韓
事
業
で
は
、
実
に
四
年
ぶ
り
の
対
面

交
流
を
果
た
せ
ま
し
た
。
改
め
て
民
間
交
流
の

大
切
さ
や
Ｊ
Ｃ
と
し
て
の
繋
が
り
、
四
〇
年
の

交
流
の
絆
の
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｃ
活
動
は
た
だ
参
加
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
踏
ま
え
て
ど
の
よ

う
な
発
信
を
す
る
か
、
が
大
事
で
あ
る
と
私
は

思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
そ
の
参
加
す
る

事
業
自
体
が
縮
小
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
年

は
前
述
の
通
り
、
対
内
・
対
外
の
全
て
で
制
限

な
く
活
動
で
き
た
こ
と
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

理
事
長
と
し
て
可
能
な
限
り
の
事
業
に
メ
ン

バ
ー
と
共
に
参
加
で
き
た
こ
と
は
何
よ
り
得
難

い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
二
〇
二
四
年
度
の
ス
タ
ー
ト
も
目
前
と
な
り

ま
し
た
。
私
も
ま
だ
ま
だ
現
役
の
身
で
す
。
理

事
長
の
経
験
を
生
か
し
て
今
後
の
活
動
に
邁
進

し
て
い
き
ま
す
。
会
員
数
も
減
少
し
て
い
く
中

で
す
が
、
青
年
ら
し
く
英
知
と
勇
気
と
情
熱
を

以
っ
て
新
た
な
挑
戦
に
全
力
を
注
い
で
ま
い
り

ま
す
。
皆
々
様
に
置
か
れ
ま
し
て
は
こ
れ
ま
で

以
上
の
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

あ
す

あ
す

あ
す
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二
〇
二
三
年
十
一
月
十
一
日

㈯
、
戸
隠
に
て
、
十
一
月
例
会

『
Ｍ
Ｎ
Ｊ
Ｃ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
　

　
　
Ｔ
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
』

を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
戸
隠
観
光
セ
ン
タ
ー

よ
り
、
徒
歩
に
て
鏡
池
、
九
頭

龍
社
、
奥
社
、
中
社
と
め
ぐ

り
、
そ
の
道
中
に
お
い
て
も
、

観
光
案
内
を
受
け
、
戸
隠
の
魅

力
、
そ
し
て
神
域
の
力
が
ど
の

よ
う
な
も
の
か
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参
拝
の
際
も
皆
で

手
を
合
わ
せ
、
各
々
こ
れ
か
ら

の
日
々
が
良
い
も
の
で
あ
る
こ

と
を
お
祈
り
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
道
の
り
は
約
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
い
う
、
普
段
運
動

不
足
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て

は
、
中
々
き
つ
い
距
離
で
あ

り
、
普
段
か
ら
の
運
動
の
大
切

さ
も
学
べ
る
と
い
う
例
会
に
な

り
ま
し
た
。
是
非
皆
様
も
戸
隠

の
地
の
魅
力
と
、
普
段
運
動
か

ら
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
方

は
、
運
動
不
足
解
消
と
し
訪
れ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
十
一
月
十
一
日
㈯
に
戸
隠
に
お
い
て
十
一
月
例

会
「
Ｍ
Ｎ
Ｊ
Ｃ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
　
　
　
Ｔ
Ｏ
Ｇ
Ａ

Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
例
会

で
は
日
頃
の
体
調
管
理
や
体
力
作
り
の
大
切
さ
を

理
解
す
る
例
会
と
い
う
こ
と
で
、
戸
隠
神
社
付
近

で
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
的
な
統

計
に
よ
る
と
、
二
十
代
以
降
か
ら
徐
々
に
体
力
は

低
下
す
る
も
の
の
、
四
十
歳
前
後
ま
で
は
筋
力
は

維
持
さ
れ
、
五
十
代
頃
に
は
急
激
に
体
力
低
下
が

起
こ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
五
十
歳
か
ら
の
急
激

な
体
力
の
衰
え
を
緩
や
か
な
低
下
曲
線
に
す
る
方

法
と
し
て
、
若
い
頃
か
ら
の
体
力
作
り
が
有
効
で

有
る
た
め
今
回
こ
の
様
な
例
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
青
年
経
済
人
と
し
て
、
ま
た
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
自
分
の
体
力
を
知
り
、
健
康
管
理
に

努
め
て
頂
く
事
。
そ
し
て
、
日
頃
の
運
動
不
足
の

解
消
、
ス
ト
レ
ス
発
散
、
仕
事
、
家
庭
、
Ｊ
Ｃ
運

動
の
両
立
に
お
い
て
も
ま
ず
健
康
、
体
力
が
必
要

不
可
欠
で
す
。
今
後
も
沢
山
の
事
業
を
行
っ
て
い

く
中
で
、
改
め
て
健
康
の
為
の
体
力
作
り
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。
学
生
時
代
に
ス
ポ
ー
ツ
を
バ

リ
バ
リ
や
っ
て
い
た
会
員
も
、
日
々
の
デ
ス
ク

ワ
ー
ク
で
運
動
す
る
機
会
が
少
な
い
か
ら
か
、
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
中
は
あ
ま
り
笑
顔
が
見
れ
な
か
っ
た

気
が
し
ま
す
（
笑
）
。

　
そ
し
て
、
今
回
の
例
会
目
的
は
も
う
ひ
と
つ
。

『
メ
ン
バ
ー
間
の
交
流
』
い
つ
も
と
は
違
う
例
会

の
雰
囲
気
の
中
で
、
メ
ン
バ
ー
同
士
が
和
気
あ
い

あ
い
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
楽

し
い
Ｊ
Ｃ
タ
イ
ム
と
な
る
事
。
笑
い
あ
り
、
苦
し

い
顔
あ
り
、
喜
ん
で
い
る
顔
あ
り
、
と
て
も
有
意

義
な
例
会
で
あ
っ
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
例
会
を
機
に
メ
ン
バ
ー
全
員
で
よ
り
一

層
、
仲
間
意
識
、
一
体
感
が
生
ま
れ
会
全
体
が
盛

り
上
が
っ
て
い
け
ば
最
高
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

児
島  

翔

副
室
長
所
感

!!
2023
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『
Ｍ
Ｎ
Ｊ
Ｃ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
　
　
　  

Ｔ
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
』

月
例
会

11

企
画
担
当  

■

国
際
交
流
室
■

月

日
㈯

戸
隠
神
社
付
近

11

11

　
二
〇
二
三
年
十
二
月
十
五
日
㈮
、

ま
ち
の
円
居
食
の
団
欒
　
丸
十
に
て

（
公
社
）南
長
野
青
年
会
議
所
　
十

二
月
例
会
「
第
六
十
二
期
生
卒
業

式
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年

は
久
保
善
幸
君
、
宍
倉
啓
太
君
の
二

名
が
四
十
歳
を
迎
え
、
卒
業
と
な
り

ま
し
た
。
同
日
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
、
二
〇
二
三
年
度
第
三
回
通
常
総

会
内
に
て
卒
業
証
書
授
与
及
び
卒
業

記
念
品
贈
呈
が
行
わ
れ
、
丸
十
に
て

本
年
度
最
後
の
卒
業
生
を
交
え
た
会

食
と
と
も
に
、
卒
業
生
そ
れ
ぞ
れ
か

ら
の
、
卒
業
に
あ
た
る
思
い
の
こ

も
っ
た
ス
ピ
ー
チ
を
残
る
メ
ン
バ
ー

の
前
で
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
両
名
と
も
南
長
野
青
年
会
議
所

に
対
す
る
感
謝
、
そ
し
て
卒
業
後
青

年
会
議
所
活
動
で
得
た
も
の
で
何
を

行
っ
て
い
く
の
か
、
そ
し
て
残
る
メ

ン
バ
ー
に
何
を
し
て
ほ
し
い
の
か
、

ど
の
よ
う
に
行
動
し
て
ほ
し
い
の
か

を
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
青
年

会
議
所
は
四
十
歳
ま
で
と
い
う
期
限

付
き
の
活
動
で
す
。
南
長
野
の
地
に

お
い
て
、
地
域
を
思
う
青
年
が
集
ま

り
、
各
々
の
情
熱
を
以
っ
て
活
動
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
が
抜

け
て
い
く
こ
と
は
、
無
事
四
十
歳
ま

で
活
動
で
き
た
喜
び
と
さ
み
し
い
気

持
ち
が
交
じ
り
合
う
例
会
で
あ
り
ま

し
た
。

　
久
保
善
幸
君
、
宍
倉
啓
太
君
、
ご

卒
業
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 第

六
十
二
期
生
卒
業
式

月
例
会

12

企
画
担
当  

■

令
和
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
■

月

日
㈮

ま
ち
の
円
居
食
の
団
欒

丸
十

12
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二
〇
二
三
年
十
二
月
十
五
日
㈮
、
長

野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所
二
階
大
会

議
室
に
て（
公
社
）南
長
野
青
年
会
議
所

二
〇
二
三
年
度
第
三
回
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
最
後
と
な
る
通

常
総
会
で
は
、
第
一
号
議
案
　
二
〇
二

三
年
度
補
正
収
支
予
算（
案
）承
認
に
関

す
る
件
、
第
二
号
議
案
　
二
〇
二
四
年

度
事
業
計
画（
案
）承
認
に
関
す
る
件
、

第
三
号
議
案
　
二
〇
二
四
年
度
収
支
予

算（
案
）承
認
に
関
す
る
件
、
第
四
号
議

案
　
二
〇
二
四
年
度
出
席
義
務
に
基
づ

く
会
合
基
準
開
催
数（
案
）承
認
に
関
す

る
件
と
本
年
に
関
す
る
事
項
よ
り
も
、

次
年
度
の
活
動
に
関
す
る
事
項
が
多
く

上
程
さ
れ
、
無
事
全
て
の
議
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

第
三
回
通
常
総
会

月

日
㈮
　
　
　
　
　
　
　
　

15
12

長
野
商
工
会
議
所

篠
ノ
井
支
所

二
階
大
会
議
室

担
当  

■

総
務
委
員
会
■

JAYCEEとして  地域の青年として  仲間と共に未来を創ろう
あす

　
ま
た
総
会
後
半
に
お
い
て
、
各
副
理
事
長
、
専
務
理
事
の

バ
ッ
ジ
の
継
承
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
理
事
長
　
平
山
亮

太
君
か
ら
、
次
年
度
理
事
長
　
藤
岡
秀
一
君
に
バ
ッ
ジ
と
と

も
に
プ
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
リ
ー
ス
の
継
承
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
年
一
年
間
、
南
長
野
青
年
会
議
所
を
先
導
し
て
く
れ

た
理
事
長
　
平
山
亮
太
君
か
ら
次
年
度
を
先
導
す
る
藤
岡
秀

一
君
に
バ
ト
ン
を
受
け
渡
し
が
完
了
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
二
〇
二
三
年
度
は
、
平
山
理
事
長
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
Ｊ
Ａ

Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
と
し
て
　
地
域
の
青
年
と
し
て
　
仲
間
と
と
も
に

未
来
を
創
ろ
う
」
の
も
と
青
年
会
議
所
活
動
に
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
来
年
は
藤
岡
理
事
長
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
挑
戦
に
終
わ
り
は
な
い
　
輝
け
る
未
来
の
た
め
に
　
全
力

を
注
ご
う
！
」
の
も
と
、
青
年
会
議
所
活
動
に
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
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平
素
、
南
長
野
青
年
会
議
所
を
応
援
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
早
い
も
の
で
本

年
も
十
二
月
の
歳
の
瀬
と
な
り
ま
し
た
。
外
報
紙

「
か
が
り
火
」
も
本
年
最
後
の
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
３
と
な
り

ま
す
。

　
九
月
〜
十
二
月
も
南
長
野
青
年
会
議
所
は
多
く

の
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
記
事
を
書
い

て
お
り
ま
す
と
、
こ
こ
ま
で
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
事
業
が
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
理
事
会
、
委
員
会
で
の
議
論
、
事
業
の
準
備

か
ら
、
例
会
当
日
慌
た
だ
し
さ
、
参
加
者
の
笑
顔
、

メ
ン
バ
ー
の
笑
顔
と
議
案
上
程
か
ら
事
業
当
日
ま

で
二
か
月
〜
三
か
月
の
時
間
が
あ
る
は
ず
な
の
に
、

あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
感

じ
で
す
。

　
二
〇
二
三
年
は
慎
み
深
く
、
そ
の
行
動
力
と
情

熱
を
持
っ
た
平
山
理
事
長
の
「
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
と

し
て
　
地
域
の
青
年
と
し
て
　
仲
間
と
共
に
未
来

を
創
ろ
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
全
力
で
活
動

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
地
に
住
ま
う
も
の
と

し
て
Ｊ
Ｃ
の
一
員
と
し
て
、
南
長
野
の
一
員
と
し

て
、
多
く
の
皆
様
に
笑
顔
と
感
動
を
届
け
ら
れ
た

一
年
だ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
二
〇
二
四
年
、

ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
飾
ら
な
い
大
ら
か
な

人
柄
で
、
そ
し
て
情
熱
を
持
っ
た
藤
岡
理
事
長
の

も
と
、
よ
り
多
く
の
笑
顔
を
南
長
野
の
地
に
届
け

ら
れ
る
よ
う
に
Ｊ
Ｃ
活
動
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
私
の
編
集
後
記
も
今
回
で
七
回
目
と
な
り
ま
し

た
。
恐
ら
く
歴
代
の
中
断
ト
ツ
一
位
の
回
数
で
は

な
で
し
ょ
う
か
。
巡
り
合
わ
せ
が
あ
っ
た
と
は
言

え
、
自
分
で
も
ビ
ッ
ク
リ
で
す
。
七
回
も
皆
様
に

南
長
野
の
活
動
を
伝
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

南
長
野
の
会
員
と
し
て
幸
せ
な
こ
と
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
一
年
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
二
〇
二
四
年
度
も
皆
様
の

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

総
務
委
員
会
　
上
條
　
裕
太

編
集
後
記

　
二
〇
二
三
年
度
も
年
の
瀬
が
近
づ
き
、
次
年

度
へ
バ
ト
ン
を
渡
す
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
一
年
に
渡
っ
て
、
公
益
社
団
法

人
南
長
野
青
年
会
議
所
が
様
々
な
事
業
を
遂
行

で
き
た
こ
と
、
そ
し
て
私
が
理
事
長
の
職
を
全

う
出
来
た
の
も
、
日
頃
よ
り
我
々
の
活
動
に
携

わ
っ
て
く
れ
た
す
べ
て
の
方
々
の
お
か
げ
と
こ

の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
「
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
と
し
て
　
地

域
の
青
年
と
し
て
　
仲
間
と
共
に
未
来
を
創
ろ

う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
ま
し
た
。
南
長
野

青
年
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
の
み
な
ら
ず
、
日
頃

よ
り
我
々
の
活
動
に
ご
支
援
、
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
関
係
諸
団
体
の
皆
様
、
メ
ン
バ
ー
の

家
族
の
皆
様
、
そ
し
て
同
じ
地
域
に
住
ま
う
住

民
の
皆
様
す
べ
て
を
仲
間
と
捉
え
、
共
に
未
来

を
創
っ
て
い
こ
う
と
い
う
念
い
で
一
年
間
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
「
再
開
」

の
年
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
昨
年
の
年
初
は

依
然
と
し
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
あ

り
、
い
つ
ま
で
続
く
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
と

い
っ
た
不
安
と
と
も
に
幕
が
明
け
ま
し
た
。
日

本
青
年
会
議
所
含
め
全
国
的
に
活
動
も
自
粛

ム
ー
ド
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
本
年
は
一
月

の
第
一
回
通
常
総
会
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
事

業
に
前
向
き
に
活
動
で
き
、
日
本
青
年
会
議
所

と
し
て
も
、
京
都
会
議
か
ら
全
国
大
会
ま
で
制

限
の
な
い
事
業
展
開
を
全
う
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
青
少
年
系
事
業
と
し
て
、
わ
ん
ぱ
く
相
撲
で

は
一
〇
〇
人
規
模
の
参
加
登
録
を
い
た
だ
き
、

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し

た
。
ま
た
花
火
職
人
を
お
呼
び
し
て
の
職
業
体

験
事
業
で
は
応
募
開
始
当
日
に
定
員
に
至
る
ほ

ど
子
ど
も
た
ち
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た

事
業
で
し
た
。
社
会
開
発
系
事
業
で
は
、
地
域

二
〇
二
三
年
度
御
礼

理
事
長
　
平
山  

亮
太

お
も

の
魅
力
を
発
信
す
る

取
り
組
み
と
し
て
歴

史
的
な
文
化
や
建
造

物
に
触
れ
る
こ
と
で

そ
の
地
域
に
根
付
い

た
魅
力
を
発
見
、
又

は
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
よ
り
地
域

に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
う
事
業
を
展
開
し
ま
し

た
。

　
ま
た
国
際
交
流
系
事
業
で
は
本
年
で
韓
国
、

Ｊ
Ｃ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
西
大
邱
と
の
姉
妹
締
結
四

〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
訪
日

事
業
に
関
し
て
は
、
西
大
邱
Ｊ
Ｃ
会
長
の
ご
都

合
に
よ
り
急
遽
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
訪
韓
事
業
で
は
、
実
に
四
年
ぶ
り
の
対
面

交
流
を
果
た
せ
ま
し
た
。
改
め
て
民
間
交
流
の

大
切
さ
や
Ｊ
Ｃ
と
し
て
の
繋
が
り
、
四
〇
年
の

交
流
の
絆
の
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｃ
活
動
は
た
だ
参
加
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
踏
ま
え
て
ど
の
よ

う
な
発
信
を
す
る
か
、
が
大
事
で
あ
る
と
私
は

思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
そ
の
参
加
す
る

事
業
自
体
が
縮
小
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
年

は
前
述
の
通
り
、
対
内
・
対
外
の
全
て
で
制
限

な
く
活
動
で
き
た
こ
と
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

理
事
長
と
し
て
可
能
な
限
り
の
事
業
に
メ
ン

バ
ー
と
共
に
参
加
で
き
た
こ
と
は
何
よ
り
得
難

い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
二
〇
二
四
年
度
の
ス
タ
ー
ト
も
目
前
と
な
り

ま
し
た
。
私
も
ま
だ
ま
だ
現
役
の
身
で
す
。
理

事
長
の
経
験
を
生
か
し
て
今
後
の
活
動
に
邁
進

し
て
い
き
ま
す
。
会
員
数
も
減
少
し
て
い
く
中

で
す
が
、
青
年
ら
し
く
英
知
と
勇
気
と
情
熱
を

以
っ
て
新
た
な
挑
戦
に
全
力
を
注
い
で
ま
い
り

ま
す
。
皆
々
様
に
置
か
れ
ま
し
て
は
こ
れ
ま
で

以
上
の
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

あ
す

あ
す

あ
す
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